
　　　　平成27年度　学校関係者評価報告書

　　　　学校法人　中部学園
　　　中部楽器技術専門学校
　　　学校関係者評価委員会

　学校法人中部学園　中部楽器技術専門学校　学校関係者評価委員会は「平成26年度

　自己点検・自己評価報告書」の結果に基づいて学校関係者評価を実施したので、下記

　のとおり報告します。

　1　学校関係者評価委員
　　（1）委員
　　　　桒原　照和　　楽器の青ラボ　代表者
　　　　石田　圭　　　アトリエ　Ｋei　代表者
　　　　杉木　勝彦　　株式会社　昭和楽器　代表取締役
　　　　松石　奉之　　愛知県楽器商組合　組合長
　　（2）事務局
　　　　角堀　雅信　　中部楽器技術専門学校　学校長
　　　　大野　重忠　　中部楽器技術専門学校　副校長
　　　　早川　昌幸　　中部楽器技術専門学校　渉外広報部長
　　　　花野　雅彦　　中部楽器技術専門学校　運営企画部長
　　　　青井　誠　　　中部楽器技術専門学校　教務課長

　2　平成26年度自己点検・自己評価における学校関係者評価

評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取組等
1　教育理念 ●建学の精神のもと教育理念・目標 ●教育理念等は、入学式やオリエン
　　目的 を定め、音楽業界にとっても有益な テーション等で保護者、学生に周知
　　人材育成像 人材の育成に努力している。 されているが企業等に対しても広く

発信をしていく。
●業界のニーズに応えるべく努力は
している。時代の変化に取り残され ●常に業界のニーズを捉えるために
ることの無いよう更に努力が必要で 情報収集を今後、更に徹底する。
ある。

●校訓「一技至誠」が学生・企業に
浸透している。

2　学校運営 ●運営方針及び事業計画が策定され ●法令倫理に沿った適切なコンプ
ており、また運営組織やその意思 ライアンス体制を構築し、それらを
決定の課程も明らかである。 共通認識として共有することで、

法令遵守を徹底していく。
●教職員全員が事業計画に対する
意識・実行を深めてが必要である。

●情報システム化による効率化を
進めるべく努力をしている。



評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取組等
3　教育活動 ●教育課程においては、「教育課程 ●教育課程の編成においては、

編成委員会」、「カリキュラム委員 多様化する時代の変化に沿ったカリ
会」を導入後、着実な編成が見られ キュラムの編成に取組んいく。
る。

●業界・社会が求める実践力を持っ
●職員の能力開発分野においては、 た、学生を育成するための研修等
「ＴＣＩ研修」で学生指導の研修 を取り入れていく方針である。
を行っている。また、実技の研修で
は、業界の専門音楽家等の研修も
実施している。

4　生徒指導等 ●各学年とも年度はじめのオリエン ●クラス担任制を取り入れており
テーション等で生活習慣面の指導 その利便性を生かし、適切な学生
や個人毎に年間の目標が設定されて 指導を更に心掛ける体制を構築して
いる。クラス担任制度も取り入れて いく。
おり、学生の状況把握、適切な指導
が取れる体制にある。 ●学生の安全管理を更に強固にして

いくために、病院等との提携、医師
●防災体制は構築されている。 等との連携等も必要である。
専門業者による点検や防災訓練等も
実施されている。実習の時間も多く
救急箱の設置も必要である。

5　学修成果 ●企業渉外活動も順次行い、求人 ●就職率の向上として、就職該当
受付に加えて企業の情報収集にあた 年度を迎える前に学生の就職意識を
っていることから、緩急に応じた アンケートで行い、目標や思案中の
対応もされており、就職率は高水準 内容を把握した上での個別面談の
を保っている。 実施を継続していく。

●退学の要因となる学習意欲の低下 ●就職後の動向、業界関係の情報
成績不良に対する策として入学時の 収集に努めるとともに、それらの
早い段階からより細やかな面接指導 情報を分析して今後の進展に役立て
の導入も必要である。 ていく。

●面接、面談によるコミュニケーシ
ョンを増やし、学修意欲の向上を
図りながら退学率の軽減に努めてい
く。

6　生徒・学生 ●進路・就職支援においては、年間 ●更に充実した就職支援体制にす
　　支援 計画により、1年秋から就職支援し るためには、就職支援室からの一方

ていく体制が取られている。 的なガイダンスだけでなく、クラス
ター別での座談会などが必要である

●キャリア教育、職業教育において
は、在学年次は実施しているが、 ●早期に入学許可となる学生に対し
高校等との連携はなく、今後の課題 て、課題を与え、それをチエックす
である。 る体制づくりを作り上げる。入学前

教育をキャリアを見つめる機会とし
て提供し、職業意識を早期にたてて
ことも必要である。



評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取組等
7　教育環境 ●法令で定められている教育環境に ●施設設備の老朽化、使用機材等の

あり、防災への意識も高く適切であ 時代的変化に対応していくことが
る。 必要である。

●学内外の実習施設・海外研修等は ●更なるインターンシップの充実を
十分な教育体制が見受けられる。 目指して企業等との連携をしていく
インターシップ実習においては積極 を目指す。
的に企業等へ働きかけている。

8　生徒・ ●高等学校等接続する機関に対して ●高校の先生、進路指導の責任者に
　学生募集 本校の案内パンフ等を送付し、情報 多くの情報を発信し、より多くの

提供をしており学生募集に関しては 高校にアピールする方針である。
努力している。

●本校の教育成果を含めた具体的な
●入学検討者に対しては、「わかり 学校情報をを提示することで学校へ
やすく」をモットーに、真実性・明 の理解を促進していく。
瞭・公平さ等に配慮している。

9　財務 ●中長期的な財務基盤は安定してい ●今後、消費税のアップ、物価の
るが、世間と同じように今後の少子 上昇等を含め経費関係等の増加が
化対策に対する取組は、学園全体で 見込まれる。経費等の削減について
取組んで行く必要がある。 は、学校全体で取り組んでいく。

●予算・収支計画は綿密に計画され ●外部監査による、健全な学校運営
ている。 を維持するとともに、募集の強化、

退学率の軽減等を進めて行く。

10　法令等の遵守●専門学校に関わる各種法令等を ●法令遵守にあたっては、規程を
遵守し、自己点検・自己評価を行う 整備し、全教職員間において、周知
とともに、それらをの情報を公開し 徹底を図ることにより、コンプライ
ている。 アンスを推進する体制つくりを継続

していく。
●個人情報については、学校法人
全体で取り組み、情報の保護を図っ
ている。

11　社会貢献 ●学園祭において様々な企画等を ●従来の活動を継続し、地域活動へ
　　地域貢献 試みて地域の方々に来校・参加して の積極的参加をしていく。

いただくことにより、貢献している

●学生ボランテイアを中心として ●学生ボランテイアの充実、組織
演奏・ピアノ調律等で社会貢献を つくり等、ボランテイア活動を通
している。 して社会貢献をしていく。

12　国際交流 ●留学生については、日本の一般 ●留学生については、入学時の面談
学生と同様な体制を取っている。 等で授業、社会生活等をしっかり
将来、日本国内での就職を考えても 説明をしていく。
有利とは言えず、積極的な体制は
取ってはいない。



　3　総評

　　上記11項目に対し、委員による中部楽器技術専門学校の教育活動、学校運営の評価

　　は、概ね良好であると思われ、高い水準を維持している。

　　教育課程の編成、実践的な教育等に、より一層の取組を期待するとともに学生の学力

　　向上、時代に即した対応を継続していくことを望みます。


